
【感染症発生動向調査事業から】 
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今、何の病気が流行しているか！  

第３３週報告数第１位 

令和８年８月１０日（月）～令和８年８月１６日（日）〔令和８年第３３週〕の感染症発生状況 

第３３週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）インフルエンザ ３）流行性角結膜炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は２．４１人と前週（４．６１人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１．９３人と前週（１．５６人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は１．４０人と前週（０．７５人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

第３３週報告数第３位 

第３３週報告数第２位 

（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和８年８月１８日作成 

新型コロナウイルス感染症による入院患者が増加しています！ 

 新型コロナウイルス感染症は、全国的に概ね夏季と冬季に流行していますが、

令和８年は６月初旬から西日本を中心に流行が始まり、７月中旬からは首都圏

においても流行の兆しがみられます。川崎市における報告数の増加はまだ緩や

かですが、基幹定点となっている医療機関に新型コロナウイルス感染症で入院

した患者の報告数は、第３３週（８月１０日～８月１６日）には定点当たり 

４．５０人となり大幅に増加しました。なお、入院患者の報告は４歳以下及び

５０歳代以上で多くなっています。 

市内では、インフルエンザの流行も始まりました。いずれの感染症において

も、手洗い、咳エチケット、換気等の感染対策が重要です。 
川崎市内の基幹定点※において 

新型コロナウイルス感染症で入院した患者の 
年齢階級別報告数（令和８年第１週～第３３週） 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の定点当たり 
報告数及び基幹定点※における定点当たり入院患者報告数 

（令和８年第１週～第３３週） 
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※基幹定点：新型コロナウイルス感染症で入院した患者数を 
毎週報告する医療機関 
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